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(57)【要約】
【課題】工作機械や作業機械の緊急停止ボタンはあくま
でもオペレータ自身が危険等を察知してボタンを押すと
いう能動的な行為に基づいている．しかし，このような
安全装置が有効に機能するためはオペレータが危険予知
能力を有していることが必要になってくる．このため，
経験の浅い危険予知能力に乏しいオペレーター，特に技
能習得のための訓練生，生徒，学生などでは有効に機能
し作業の安全を確保できない．
【解決手段】そこで心拍数，血圧，体温，脳波といった
生体信号を検出し，検出した生体信号を基準となる値と
比較し，もしも危険に至る可能性，たとえば健康状態の
悪化やそれにともなうかあるいは他の要因による集中力
の低下が基準よりも下回った場合に，工作機械あるいは
作業機械を安全に停止させる機械用安全装置を考案した
．
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
生体信号をセンサ等により検出，監視し身体の異常が認められた時に工作機械や作業機械
を安全に停止させる機械用安全装置
【請求項２】
前記生体信号とは，心拍数，血圧，体温，脳波，筋電位等を意味し，これを検出する手段
を有する機械用安全装置
【請求項３】
前記安全装置は検出した生体信号を基準となる信号と比較することができる計算装置およ
び計測手法を有する機械用安全装置
【請求項４】
前記安全装置は，計測した生体信号を表示して作業者およびその周囲に現在の心身の状態
を呈示できるディスプレイ機能を提供できる機械用安全装置
【請求項５】
前記安全装置は，汎用の工作機械および作業機械を生体信号によって緊急停止できるよう
にするためのインターフェースシステムを有する機械用安全装置
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は，工作機械や作業機械を操作するオペレーターの脳波，心拍，血圧，体温等の生
体信号をセンサ等により検出，監視し，集中力の低下や身体の異常が認められた時にはそ
の状態を表示して周囲に知らせ，同時に工作機械や作業機械を安全に停止させる機械用安
全装置に関する発明である．
【背景技術】
【０００２】
現在の工作機械や作業機械においては，機械の不具合，プログラミングミスや作業者の挟
まれ事故防止などの観点から緊急停止のためのボタンが設置されている．
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2009-104563
【特許文献２】特開平10-262942
【特許文献３】特開2004-329956
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかし，それらの緊急停止ボタンはあくまでもオペレータ自身が危険等を察知してボタン
を押すという能動的な行為に基づいている．しかし，このような安全装置が有効に機能す
るためはオペレータが危険予知能力を有していることが必要になってくる．このため，経
験の浅いオペレーター，特に技能習得のための訓練生，生徒，学生などでは有効に機能し
作業の安全を確保できない．
【課題を解決するための手段】
【０００５】
そこで，心拍数，血圧，体温，脳波といった生体信号を検出し，検出した生体信号を基準
となる値と比較し，もしも危険に至る可能性，たとえば健康状態の悪化やそれにともなう
かあるいは他の要因による集中力の低下が認められ，設定していた基準よりも下回った場
合に，機械を安全に停止させる機械用安全装置を発明した．
【０００６】
先行技術においては，特許文献１，特許文献２は生体信号を入力装置として用いているが
，安全装置としての利用を考慮したものではない．
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【０００７】
特許文献３については，安全装置として生体信号を用いているが，自動車運転者用として
の発明であり，工作機械や作業機械のような機械による挟まれ事故等の防止を目的とした
発明ではない．
【０００８】
したがってこれらの先行技術文献は，本発明の目的とする課題の解決手段にはなり得るも
のではなく，生体信号を利用した工作機械や作業機械の安全装置としては本発明のみが本
課題解決の手段となる．
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明のシステム概要図である．安全装置を実現するシステムは大きく，生体信
号検出センサ部，信号演算および比較用コンピューター部，機械軸モータ制御用インター
フェースによって構成されている．
【図２】図２は工作機械の既存の軸モータ制御部にどのように本発明の安全装置を付加す
るかを示すものである．安全装置のシステムの機械軸モータ制御インターフェースを既存
の軸モータとその起動や停止のための制御回路に割り込ませるように追加させることを表
している．
【図３】図３は本発明の実施例として生体信号として脳波を検出するために利用された脳
波検出機能を有するヘッドセットである．
【図４】図４は図３のヘッドセット型の生体信号検出センサーをオペレータが装着した実
施例を示すものもである．
【図５】図５は図３の実施例に代表される生体信号検出センサから得られた信号を信号演
算および比較用コンピュータにより演算された結果を表示する画面の一部である．本発明
の実施例においてはオペレータの集中度がattentionのバーグラフとして表示される．
【図６】図６は信号演算および比較用コンピュータ部におけるシステムの制御フローを示
したものであり，実施例において生体信号からオペレータの作業への集中度が低下したと
判断されたときの制御フローである．
【図７】図７は信号演算および比較用コンピュータ部におけるシステムの制御フローを示
したものであり，実施例において一度オペレータの作業への集中度が低下したと判断され
た状態から，オペレータの集中度が回復し機械の安全装置を復帰させても問題ないと判断
したときの制御フローである．
【図８】図８は本発明による装置を付加した旋盤装置を利用して作業を実施している際の
実施例の様子である．
【発明を実施するための形態】
【００１０】
本発明の実施においては，まず機械の主軸，あるいは送り軸を駆動するモーター（以降軸
モータとする）とその電力制御部に図２のように機械軸モータ制御用インターフェースを
介在させておく．
【００１１】
次に生体信号を検出するためのセンサ装置（実施例においては図３の脳波検出センサ）を
オペレータに図４のように身体に装着させる．
【実施例】
【００１２】
図７は本発明の実施例の様子を示す．この実施例においては，脳波を生体信号として図３
の脳波検出用ヘッドセットを用いる．前記実施形態に基づき生体信号検出のためのセンサ
を装着したオペレータは，図２の機械軸制御用インターフェースの付加された旋盤を操作
する．
【００１３】
作業中，オペレータの脳波は逐次計測されて生体信号演算および比較用コンピュータ部に
送信される．本実施例においては無線通信を利用しているが，他にも有線通信による情報
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伝送も考えられる．
【００１４】
伝送された計測値は演算されて，本実施例においては集中度として図５の表示がディスプ
レイ上に呈示されると同時に，あらかじめこの信号演算および制御用コンピュータ部に設
定された値と比較される．
【００１５】
この比較においては図６のような制御フローでコンピュータ処理が実施される．そして，
仮に集中度が基準を下回った場合には，信号演算および比較用コンピュータ部から機械軸
モーター制御部に緊急停止の信号が送信される．
【００１６】
緊急停止信号は機械軸モーター制御用インターフェースによって軸モーターの電源を遮断
し，回生ブレーキ等でモータ軸を減速させて軸を停止させる．
【００１７】
本実施例においては旋盤を用いているために主軸を停止するが，他の実施の例としては同
様に送り軸モーターの停止が考えられる．
【００１８】
いったん安全装置が作動すると，信号演算および比較用コンピュータはオペレータの生体
信号（ここでは脳波による集中力）が回復して安全と認められるまでは図６のフローチャ
ートに従いモータ軸を起動できるモードには復帰させずに，オペレータの生体信号を計測
しつづける．生体信号が回復し復帰動作が実行されれば工作機械の利用が可能となる．
【００１９】
なお，前記実施例においては脳波を生体信号検出手段としているが，同様に心拍，血圧，
体温等を検出するセンサ等を用いることでそれらの検出値を単独あるいは複合的に計算し
機械を安全停止させるようなシステムとしての応用が考えられる．
【産業上の利用可能性】
【００２０】
本発明は，工作機械のオペレータ，とりわけ経験の浅いオペレータや健康上不安のある者
や高齢オペレータの作業や，技能習得訓練中の訓練生，生徒，学生などの実習などにおい
て，オペレータの健康状態を第三者からもディスプレイ等により確認できるようにしつつ
，安全作業を実現するうえで実施可能性は高い．
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